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●はじめに 

 

只今ご紹介にあずかりました国土交通省海事局長の蒲生でございます。私は昨年の７月に海事局長を

拝命致しまして、年を越したということもあり、今回こちらのフォーラムの方にお招き頂きまして、「何

か話をしろ」というふうに昨年末の 12月頃に海事センターの方からお話を頂きました。その際、役所の

「単なる所管事項説明みたいなものじゃいかんぞ」というようなことを言われましたところ、「やはりイ

ノベーションですかね」と申し上げました。やはり海の世界でも、色々と大きな動きが出てきているのか

なと思っておりまして、それは現場に近い皆様方におかれましても、そういった印象をお持ちではないか

なと思っております。年を明けるとかなり色んな専門誌等におきまして、今回のテーマ、特に自動運航船

という形でのテーマを特集するようなものが随分出ておりましたので、非常に時宜を得たと言いますか、

逆に何か私から話すことがあるのかみたいなことも思いながら、自分なりにこの半年以上の間、海事行政

に携わる中で考えてきたことなども含めまして、ご説明差し上げたいと思っております。 

 これからパワポという形で、ご説明させていただきますが、資料としては普通のパワーポイントとは若

干違っておるかなと。非常に図が多いというか、文字が多いというか、ある意味、ポンチ絵集みたいなも

のになっておりまして、先ほど会長とも「役所の作る資料はそういうのが多いんだよな」というような話

を待合室でさせて頂きましたけども、我々と致しましては、やはり資料自体も将来に残るものでもある

し、皆様にとってもお役に立てばということもありまして、そういう意味で色んなデータ等も盛り込んだ

り、イメージ図等を盛り込んだりしております。色も非常にたくさん使っておりまして、読みにくいかも

しれませんけれども、是非後でお持ち帰りになりまして、お使い頂くことも含めまして、お役立て頂けれ

ばと思っております。 

 私の話の方は、全体的に３つに分かれておりまして、最初に海事産業の概況という形で、よく言われま

す日本の海事クラスター、そういったものの現在位置をまず確認した上で、その後、そういった海事クラ

スターをしっかり維持強化していくための、海事生産性革命、イノベーションに繋がる取り組みをしてい

ることをまず行政側としての紹介をさせて頂きたいと思っています。その上で、海事生産性革命の今後の

大きな柱となっていく自動運航船に関しまして、大変こちらにはお詳しい方もいらっしゃいますし、私の
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後に講師としてお立ちになられます藤田先生などは、陸も海も自動運転等関係に関しましては大変お詳

しい方ですので、私としては非常に恥ずかしい部分もありますけども、私として考えている部分等も含め

て、その概要とか海外の動向とか国際基準の動向とそれへの対応に関しまして、行政として考えているこ

と、把握していることに関しましてお伝えしたいと思っております。 

 

●我が国海事産業の概況 

～造船・舶用工業・海運が支えあう「海事クラスター」～ 

 

 まず、我が国の現在の海事クラスターの概

況でございます。私は、田舎が東北の福島な

ものですから、海事クラスターとよく名前は

聞いているんですけれども、なかなかそれを

身をもって感じることは少のうございまし

た。やはり局長になりまして、四国とか瀬戸

内海界隈、九州の北部の方に足を運んでみま

すと、やはり日本の海事産業というのは、ま

だまだ力があるというか、まだまだ存在感があるということを感じることが多々ございました。やはり日

本の西の方は海の国だなあと改めて思います。そういう意味で、こちらにありますように、舶用工業も含

め、世界のシェアでいけば中国、韓国の後ではありますが、まだまだしっかり頑張っているということが

言えると思います。しかしながら、2017年におきましては、受注量におきまして中国とか韓国に非常に

安値攻勢をかけられまして、非常に厳しい状況であったというのも一方でございます。ただ 20％弱に落

ちておりますが、これを何とか伸ばしていきたいというのが現在取り組んでいる i-Shipping の１つの目

標でございます。2025 年における世界での建造量のシェアを 30％にしたいというのが我々の目標でご

ざいます。 

真ん中辺りに海運業の概況という部分がございます。こちらも世界の上位４位までに、日本の邦船３社
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が入っているということでございまして、そういった意味で海運につきましても非常に存在感があると

思っています。ここには書いておりませんが、日本の物流事業者の売上規模等におきましても、やはり日

本郵船グループさんや商船三井さん、そういった会社が１位、２位を占め、３位に日本通運さんが入っ

て、４位に川崎汽船さんが入ってくるというような形で、ヤマトホールディングスさんも５位だというこ

ともありまして、売上がある意味１つの指標でもあると考えるならば、海運業に関しましても、世界で

も、国内でも名だたるものかなと思っています。こういった形で船腹量も我が国はギリシャに次いで世界

で２位ということでございますので、こういった力をしっかり今後伸ばしていけるようにということで、

海事行政を進めているところでございます。現状の海事クラスターというのは右の方にございますけど

も、こういった形でお互いが関係しあって、海事クラスターとしての存在を高めてきているという状況で

ございます。 

 次は造船業の方でございます。こちらも地域経済を支える産業ということで、資料の真ん中辺りに入っ

ておりますが、やはり国内生産比率とか地方生産比率、部品国内調達率というのが真ん中の上の方にござ

いますけども、こういったものがしっかり地域に根ざした形で存在しているという意味では、地方創生の

時代というふうによく言われますけども、そういった意味でも地域経済を支えるという意味でのこの造

船業、舶用工業、そういったものがやはり海事クラスターの１つとして、しっかりとして機能していると

思っております。なお、中国、韓国との競争という部分につきましては、これは建造量の推移ということ

でございます。 

 

～海洋開発分野の整備市場の見通し～ 

 

 次は海洋開発分野の関係でございますが、こちらに関しましても、世界規模での人口増加や途上国の経
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済発展に伴いまして、今後も世界のエネル

ギー需要は拡大していくだろうというこ

ととか、エネルギー需要の拡大に伴いまし

て、下の方でございますが、石油天然ガス

の生産量も増大していくだろうと考えて

おります。そのような中、海洋開発分野に

おきましては、現在は油価の低迷によりま

して海洋開発分野への投資は停滞してお

りますけども、2020 年代の半ばまでに

2014年レベルまで回復する見通しということも出ておりますので、ここ数年が先行する欧米に追い付く

絶好のチャンスではないかという問題意識を持って、海事行政を進めているということでございます。 

 

●海事生産性革命 

～海事生産性革命の更なる具体化を目指して～ 

 

 次はそういった中で、海事生産性革命への取組に関しまして、簡単に整理しておるところでございま

す。国土交通省におきましては、上の方でございますけれど、海事生産性革命のプロジェクトということ

で、全体で 20のプロジェクトを省の生産性革命プロジェクトとして選定致しまして、このような３つの

領域に渡りまして、例えば社会の基盤になるような生産性を高めるプロジェクト、あとは産業別の生産性

を高めるプロジェクト、さらに未来型の投資新技術で生産性を高めるプロジェクト、という形で３つの分

野にカテゴライズ致しまして、計 20 のプロジェクトを一昨年から進めてきておるところでございます。

その中で 11 番目のところでございますが、i-Shipping と j-Ocean ということで盛り込まれております。

こちらに関しましては産業別の生産性を高めるプロジェクトということで、とりあげられておりますが、

国土交通省海事局では、これをいわゆる局の１丁目１番地の施策ということで取り組んでいるところで

ございます。 
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なお、予算などにおきましても、海事局自体、非常に予算額は少のうございますが、所管する独立行政

法人の予算を除いた残りの半分近くを i-Shippingや j-Oceanという海事生産性革命に充てるという形で、

今回の予算案も作らせて頂いております。なお、後程申し上げます自動運航船に関わるようなものでは、

例えば 19番の方にも車に関しましての ICT革命ということで、自動運転と社会実装という形での、こち

らの方も生産性革命プロジェクトという形で取り上げられているところでございます。国交省の生産性

革命への取組は昨年が開始から２年目ということで、いわゆる生産性革命前進の年と銘打って進めてき

ておりますが、今年は３年目でございますので、生産性革命をさらに深化させるための年というふうに位

置付けて取り組んでいくこととなっております。 

 ８頁になりますけれど、海事生産性革命の i-Shipping と j-Ocean という２つの柱に関して、簡単に整

理したものでございます。左の方が i-Shipping の部分でございます。右が j-Ocean ということで、i-

Shipping の iというのは、真ん中左の方にありますように、innovationとか infomation、IoTとかそう

いったものの i というのを頂いております。一方で j-Ocean の j というのは、Japan であったり joint で

あったり、J-Curve ということで、i の後はｊだろうということもあって、j-Ocean という名前を付けて

頂きましたが、i と j という意味で、相乗効果を発揮する上で、非常にいいネーミングだったかなと思っ

ております。i-Shippingに関しましては、ここにありますように一番下の方でございますけれども、いわ

ゆる新造船建造量世界シェア、売上に関しまして、2015年は 20％、2.4兆円でありますけれど、2025年

は 30％、６兆円を目指したいということでございます。 

一方で、j-Ocean に関しましては、海洋開発分野の売上高の見込みということで、2010 年代、これが

3.5 兆円でございますけども、2020 年代には 4.6 兆円に伸ばしていきたいということで取り組んでおり

ます。その中身に関しまして９頁目でございますけども、こちらは i-Shipping の方でございますが、i-

Shipping に関しましては、いわゆる開発・設計の部分と建造の部分、運航の部分、それぞれの３つのフ

ェーズに関しまして、様々な取組をしております。またこういった取組を支援するための予算措置、例え

ば補助金等を出すというような形でのメニュー等も用意しているところです。開発・設計・建造・運航、

それらを一体のものとして、全体としての日本の海事クラスターの競争力を高めていく、そういった観点

からそれらのフェーズについてのメニューを用意し、局を挙げて支援していこうという状況でございま

す。 
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 ちなみに一番右下の方でございますけれども、こちらにも新たな船舶検査、測度の制度の構築というこ

とで、やはりこういった IoT とかいわゆるデジタル化みたいな流れの中で、行政側も変わる必要がある

ということで、ビッグデータとかそういったものを活用した形での新たな船舶検査、測度の制度の構築の

ための検討も進めたいと思っています。また、そういったものを通じて、実際の検査等が合理化されてい

く。または高度化する船舶等の検査・測度などをしっかりやれるような体制を作ってゆく。そういったも

のへの取組も行政側としても必要だと思っております。 

 今、申し上げた海事生産性革命といわゆるデジタライゼーションの関係でございますけども、海事生産

性革命に関しましては、非常に多岐に渡った形でやってきておりますけども、一方で社会全体のデジタラ

イゼーションの進捗というものも非常に多岐に渡って進んできているという流れの中で、様々な側面で

今まで考え付かなったようなことがどんどん起こっていくと考えられます。そのような中、海事生産性革

命も今後本格化するデジタル化の時代を的確に吸収しながら、さらに深化を続けていく必要があるんだ

ろうというふうに思っておりますし、また、その深化の１つの方向性として、自動運航船というものが重

要なテーマになっていくんじゃないかなということを、昨今の国内外の状況等も見ながら現在肌身に感

じているところでございます。特に、陸の方におけます自動走行、そういったものの流れというものが、

非常に海の方に対する影響もあるんではないかということを感じる一方、陸と同じようには考えられな

いという部分が海の世界にはあると、そういった海の特性等もしっかり把握しながら検討する必要性も

痛感しております。要は、自動運航船の技術開発などを通じて我が国の造船業や舶用工業の国際競争力を

高め、最終的には、我が国の海事クラスター全体の競争力を高めていくということが大きな方向性でござ

います。 

 

●自動運航船について 

～自動運航船が注目される背景～ 

 

 次が、自動運航船に関しましての注目される背景ということでございますけども、ここにありますが、

左側の方に海難の８割が人為的要因により発生して、また廃船に至る重大事故が世界で 1,642 件発生し
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ているというようなことから、やはり「安

全性の向上」というのが、自動運航船が注

目される１つの背景ではないかと思ってい

ます。後でちょっと触れますけども、陸の

自動走行の話も「安全性の向上」というの

が一番の大きな柱として始まったというふ

うに我々も認識しております。 

特に、陸上の自動走行というものが、一

気に社会的に意識され始めたのは、高齢者の方々による重大事故が非常に多発したということがあって、

それを減らすためにはどのような技術が使えるのか、これからどんどん高齢者が増えていく、75 歳以上

の免許を持っている方の絶対数が急激に増えていく、そういった情勢の中におきまして、どうすれば事故

を減らせるのか、特に小さい子供さん達の小学校の登下校の列に突っ込むようなそんな悲惨なケースの

報道もかなり続きましたので、そういう中で出てきたのが、やはり衝突被害軽減ブレーキのような技術で

あったり、または前方の障害物に感知して、減速したり停まるような技術。それはとりもなおさず、自動

走行に役立つ技術であったということもあり、そういった安全という観点から、まず自動走行というもの

を陸でクローズアップされていった。同じようにパラレルに考えたときに、やはりヒューマンエラーに伴

うものが、海難でもまだまだたくさんあるという中におきまして、我々海事局として、一番重要なのは、

やはり安全で安定な運航、さらに円滑な運航、そういったものを確保することが海事行政上、海運行政上

重要じゃないかというのがまず第一でございます。 

 次に２つ目でございますが、今後世界の海上輸送量の着実な増加に伴いまして、世界の船員需給が逼迫

してくるんじゃないかということも言われております。2025 年には 15 万人の船員さんが世界で足りな

くなるんじゃないかということも言われておりますし、一方で、日本におきましては、ご承知のように少

子高齢化が急速に進んでいくと、そういう大きな人口フレームに変化がある中におきまして、本当に若い

人、18 歳人口、20 歳人口というものがどんどん減る中で、若い人を確保できていけるんだろうかと。

2060 年においては、現在 7,700 万人の生産年齢人口がいると聞いておりますけども、4,400 万人位まで

40％以上も減少するという中において、人を確保できていけるんだろうかというようなことも１つの問
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題意識ではあります。さらには３つ目でございますが、先ほど申し上げましたけども、やはり競争力強化

の関係でございます。省エネ性能に続いて日本の造船舶用工業の競争優位分野を確立し、それを通じまし

て日本の海事クラスター、さらには地方の経済、地方の雇用を守っていくと、そういった繋がりをしっか

り作っていきたいということでございます。 

一方で、そういった課題以外に、やはり環境が非常に変わってきたということで、その中で特に自動運

航船を注目できる環境変化というのが、やはり通信技術環境の改善といった、そういったものがさらに進

んでいったということだと思っております。まだまだ陸上に比べますと、料金とか速度の問題などはあり

ますが、一時期に比べますとかなり変わってきたということもありますし、昨年いわゆる通信衛星の中で

Ka 帯という新しい通信帯域の利用に関しましてのサービスを始めた会社などもあるようでございまし

て、そういった意味で通信技術環境が大きく変わることによって、いわゆる自動運航、そういったものに

関しての情報のやり取り等の環境ができるように整っていくんじゃないかという意味で、いわゆる課題

と環境の両者がこの時期に１つの方向性を持って動き出したということだと我々は思っております。 

 

～自動運航船の安全性向上による経済性向上の期待～ 

 

 次に、自動運航船による安全性の向上等

に関する期待ということで、ここにあるよ

うに先ほど申し上げたものとほぼ同じで

ございます。右の方の赤い枠のところは、

やはり船というのは、そもそも船自体が財

産価値が高いものであるということや、さ

らに不稼働による損害というものも陸の

トラック等に比べても格段にやはり大き

いということとか、さらに海洋汚染による第三者への損害などという問題も、やはり海の世界の場合には

陸以上にやはり広範囲に大きく影響があるということなども踏まえれば、ここの右下の方にあるように、
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やはり今後認知・判断段階等の人間ミスへの対応としまして、自動運航船の操船支援技術、遠隔操船技術

の導入により大きな効果が期待できるんじゃないかということとか、あとは機関故障を未然に防ぐ技術、

こういったものによりまして、海難・不稼働損失の減少が期待できるんじゃないかなと思っております。

なかなか大きい船同士、あんな海の上でよくぶつかるのかなという人もいるんですが、結構そういった事

故が非常に多ございます。私も毎日海上保安庁の関係の事故情報等を朝から夜中まで携帯メール等で送

られてきておりますので、機関故障等も含めてですが随分あるものだなあと思いますし、そんなことを思

っていたらアメリカのイージス船とコンテナ船がぶつかったりとか、色んな事故があるんだなと改めて

思っておりますので、そういった事故を減らせるということで大きな意味があるのかなということでこ

の 13頁の部分でございます。 

 

～自動運航船の段階的発展～ 

 

 次に 14頁でございます。自動運航船の段階的発展という部分でございますけれど、ここにありますよ

うに、一番左下が在来船でございまして、IoTの活用船ということで、現在の先進船舶といわれるものの

中にはこういったカテゴリーに入るものがもう既に出てきているかなと思います。こちらは判断支援と

いう形で、支援機能がメインということでございますが、これによりましてもいわゆる最適航路を選んだ

りとか、あとは輻輳海域での衝突の回避とか、機械の IoT 化、それに伴う機器の予防保全みたいなもの

ができるようになってきているということでございます。さらに進んでいくと自動運航船というふうな

ことで、判断の支援と、自律判断・操作機能なども担うようになるということでございますが、やはり実

現に関しましては右の真ん中の方にありますように、技術開発に加えまして、制度・規制等の見直しが必

要、さらにはそういったものを社会が受容できるような社会の意識が変わっていくことが必要かと思っ

ております。これに関しては後程申し上げます。 

ここの自動運航船の中身というのは、ここにありますように見張りが自動化になったり、あとは遠隔操

船ができるようになったり云々という形でかなり自動でやることが増えているということでございます

が、やはりなかなか船の場合に関しましては、陸上のドライバーの代わりに自動走行ができるというもの
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とはかなり様相を異にするのかなというふうに我々は思っております。そちらに関しても後程申し上げ

ますが、こういう形で段階的に自動運航船が発展していくということでございますが、段階的に発展して

いく中での、技術の進歩そういったものが社会に実装化されることによって、我々が問題と考えている課

題が１つ１つ解決されていく。もしくは次第次第に件数が減っていくということになるのかなというふ

うに期待しているところでございます。 

 

～自動運航船の具体的な機能や運航システムのイメージ～ 

 

 次 15頁ですが、こちらは日本船舶技術研究協会さんの資料を頂いたものでございまして、それぞれの

離着桟とか左下の方で船内とか、右上の方に陸上での作業のイメージ、さらにはブリッジでの作業のイメ

ージ、そういったものに関しましての、１つのイメージという形で、こういったものが将来世界の海を走

る時期が来るかもしれない。それが１つのイノベーションじゃないのかなというふうに思っております。

イノベーションというのは、やはり単なる技術が変わるというだけじゃなくて、やはりこういった今まで

持っていたイメージ、そういった我々が抱いている心の中の風景とか、そういったものが大きく変わると

いうのがイノベーションじゃないのかなというふうに思いますし、現にそういったことをおっしゃる方

もいてその通りだなというふうに私も思ったことを今思い出しましたけども、これは１つのイメージで

ございます。 

 次に 16頁でございますけども、こちらも外洋上・沿岸部・港内・接岸・荷役という形で、それぞれに

期待される効果を整理したものでございます。期待される効果に関しましては、いわゆる技術的なものと

か、あとはトラブルの防止とか、さらには船員さんの対応が変わっていく、労働環境が良くなっていくと

か、そういったものも含めて整理したものでございますが、こういったものにつきましても、段階的に行

われていくのかなというふうに思っておりますが、やはりよく聞かれますのは、フェーズフェーズによっ

て環境がかなり違うので、それぞれに求められる技術も違うし、その他の船の状況とか輻輳状況も違うの

で、非常にこういうふうな形が一足飛びに全てできるかというと、非常に技術的な問題はあるんだという

ことをよく伺うところでございますし、私もそう思っているところでございます。 
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～クルマの ICT革命～ 

 

 次が 17頁でございます。17頁は海の方

が多いということで、参考までに陸の関係

の資料もお付けしております。私は海事局

に来る前の前が、総合政策局の公共交通政

策部というところで陸上の自動走行の話

をやっておりました。それは技術というよ

りも社会的なニーズが非常にあるという

ことで、公共交通政策部というのは、地域の方々の足を確保するというのが仕事でした。そういう意味で

自動走行があれば、地域の高齢者の方の運転というものに伴うリスクを下げられるだけじゃなく、運転で

きなくなった方についての足を提供することもできるんじゃないか。そういった問題意識から地域の公

共交通政策部で勉強してきたということもありまして、この資料を自動車局から頂いてきたところでご

ざいます。当時私は公共交通政策部にいる頃には、高齢者のドライバーに関する認知症検査、これが非常

に厳しくなるということもあって、そういう中で、いわゆる再検査の結果、免許証を強制的に取り上げら

れるようなケースも増えてくるのじゃないか。さらにはそういう状況になってくると、どんどんドライバ

ーとして公道を走るということに関するリスクを本人、もしくは周りの方なども感じられる中で、免許証

の返納というものがどんどん増えてくるのではないか。 

そういう中で公共交通はどうするのかということも含めて色んなご議論頂いたときに、１つ自動走行

という技術を使えば、例えば一番下の方にありますように、ああいった小さなモビリティみたいなものが

無人で低速でもいいから、例えば集落から町中・駅前まで行ったり来たりするようなそういったモビリテ

ィの提供ができないんだろうかという議論をしました。非常に陸の方におきましてはそういう具体的な

ニーズがかなり出てきていた。それは高齢化に伴ういわゆる現象がもろに顕在化していたということも

ありまして、陸の方の自動走行というものは、そういった具体的なニーズというものが非常に分かりやす

－15－



いというものだったこともありまして、非常に我々としても取っ付きやすかったというものがございま

す。 

次の頁にありますように、もう一度整理して申し上げますと、まず実用化に向けた現状と課題の中で、

やはり交通事故を減らしたいという部分が大きな問題意識として自動車局の方ではあったというふうに

承知しています。昨年の交通事故による死者数が、統計を取り始めて以来最低を記録したというふうに報

道されたのは新しいところでございますけども、一方でまだまだ負傷者というものは減ってはおります

けども依然として負傷者は出てきております。統計があるのは一昨年でした。60 万人弱の方々が交通事

故の被害に遭っていると。負傷者の中でかなりの数の４万人近い方が重症者でもあったということで、こ

れは非常に社会的な損失が大きいのではないかと我々は議論した思い出がございます。具体的に申しま

すと、この 57万人近い方々の負傷者の医療費が一体どれぐらいかかるのだろうかと、そういったことを

誰か試算できないんだろうかと。その医療費の見合いに関わるものを、例えば衝突被害軽減ブレーキの普

及などに使えないんだろうかみたいな議論もさせて頂きましたが、そういった意味で非常に目に見える

形での自動走行のメリットというものが出せないんだろうかなということを随分議論した思い出があり

ますが、それも全て少子高齢化、高齢社会が持つモビリティをどうするかということが背景にあったとい

うことでございます。 

 下の方に自動運転の実用化に向けた取組等についても書いてありますけども、イタリアでの G７交通

大臣会合、その前の年は軽井沢でやったんですが、やはり交通大臣会合の大きなテーマが自動走行のよう

でございまして、それに関しまして G7では度々取り上げられています。後程申し上げますが、海の世界

でも IMOにおきましてこの春から議論が本格的に始まるという意味で、ある意味パラレルに進んでいる

のかなというふうに思います。 

 さらには自動運転車が人に損害を与えた場合の責任のあり方、それに関しましてもご議論頂いている

ようでございまして、そちらに 29年４月という形で論点整理という形になっていますが、これに関しま

しても、確かつい先日藤田先生もお出になられていますけれど、陸の方でも自賠責の制度との親和性を保

ちながら、当面はこの方向で行こうという素案に関しまして、ご議論頂きまして、概ね了承を得たという

状況を聞いております。そういう意味でも下の安全サポート車についても普及を図るというような形で

の、色んな社会的な動きを進めているというのが陸上の世界かなというふうに思っています。 
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尚、②の方でございますが、システムの実証ということで、海の方でもいわゆる要素技術の実証をしっ

かりやっていなければいけないという問題意識を持っておりまして、それがかなり日本の場合遅れてい

るんじゃないかというご指摘も頂いているところです。陸の方もこういう形で今はトラックや中山間地

域における道の駅を利用した実証実験とか、さらにはニュータウンにおける自動運転サービスといった

もの、こちらはやはり全て具体的なニーズ、目に見えてきたニーズというものを取り入れながらの実証と

いうものが進められている。技術開発とそういったニーズのパラレルな連携が行われているということ

かと思っております。尚、プロジェクトの推進という形で一番下にございますが、国土交通省におきまし

ては、国土交通省自動運転戦略本部というものを立ち上げております。これは道路局とか色んな関係局や

物流も含めて局長級が集まりまして戦略本部というものを作って進めてきておりまして、海の方の世界

におきましてもこういった戦略本部的なものに準ずるようなもの、そういったものが必要かなというふ

うに今思っているところでございます。 

 ちなみに陸の場合には警察との関係とか、そういった他省庁との関係等も非常に重要になるんですが、

幸い比較的でございますけれども、海に関しましては海事行政と海上保安庁港湾行政とか、そういった意

味で１つの国交省という枠の中で対応できるような分野が非常に多ございますので、そういった意味で

はやるとなれば進みやすいのかなということもありまして、今、保安庁さんなどとも今後交通ルールの議

論をどうするのかという話等についても事務的な打ち合わせなどをしている状況でございます。 

 次が 19頁ですが、この自動運転車の技術の開発状況でございますけども、レベル１からレベル５まで

ございますが、これに関しましても我々の方でも IMO での議論等においてもロードマップの議論等も出

てくると思いますし、我々が今やっている海事分科会というところの審議会におけますイノベーション

部会におきましても、やはりロードマップを作る必要があるよね、ということで、こういったものを１つ

の参考にしながらも、やはり海の世界としてのロードマップをしっかり作っていきたいというふうに思

っておりますが、これは自動運転車の方の状況ということで、現在レベル２が実用化されていて、レベル

３に関しては 2020 年目途ということでございますが、そういった流れで進んでいるところでございま

す。 

 

～自動運転車と自動運航船の比較～ 
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 次の 20頁でございますが、自動運転車と自動運航船の比較でございまして、やはりパラレルに見られ

るんですけども、非常に両者の特徴とか周辺環境は大きく異なっているということで、運転・運航、物理

特性、走行・航行環境、開発動向等に関してそれぞれ整理したものでございます。やはり同じ自動といっ

ても、運航の形態というか、物理的な特性も含めてかなり違うんじゃないかなというのがここで整理され

たものでございます。そういう意味で先ほどニーズニーズと申しましたけども、陸の方は既にトラックド

ライバーが足りないとか、バスの運転手が足りなくてバス路線が廃止されるとか、そういったものが目に

見えて出てきているということで、ある意味ニーズに押されているという部分も１つはあると思います。

海の方に関しましては、顕在化しつつあるとはいえ、陸ほどではないのかなという部分がニーズの部分だ

と思います。むしろ技術コンシャスで進んでいくという部分が海の場合は強いのかなと。逆に技術力の有

無が産業の競争力を左右するという意味で、色々なヨーロッパの国も含めて、韓国とか中国も含めて、造

船舶用工業の方々、さらには IT関係の方々等の色んな合従連衡が行われながら、技術についての検討が

進んできているというふうに思っておるところでございます。 

 

～技術開発と海外の動向～ 

 

 次に技術開発と海外の動向というこ

とでございます。22頁ですが、こちらに

関しまして、今見張りの自動化等に関し

ましての技術についての開発動向、上の

方にございますけども、やはり夜間とか

濃霧におけるいわゆる対象物をどう検

出するか、これは陸でも同じでございま

すけども、そういう問題意識等で色んな

技術が開発されているという部分でございます。右上の方は、ご承知かもしれませんけども小型船の位置
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共有アプリ、こういったものも既に開発済でございまして、これにつきましてはスマホのアプリだという

こともありますので、スマホ自体が既にかなり普及しているものでございますので、普及に関しての色ん

なハードルがかなり下がっているものでございますので、こういったものをうまく使えば、小型船に関し

ましての AIS の設置義務がないような小型船についても位置情報がとれていく、危険な船が近づいたと

きにアラートを鳴らすようなことができるのかなと。小型船に関してこういったものが開発されている

というのが、その他の色んな大きな船について自動走行が普及していく中で、大きな問題、小型船どうす

るのかという議論もありますので、そういったものを１つ重要な課題だと思っている中、こういったアプ

リ等もできてくるというのも非常に心強いというふうに感じているところでございます。 

 次が 23頁でございますが、衝突の回避ということで、こちらも様々なアルゴリズムで衝突回避のため

のソフトの開発等が行われてきておって、それぞれの分野で行われておりますが、やはり実際の船長さん

の肌感覚、そういったものをフィードバックしながら行われているやに聞いておりまして、やはり船の世

界というのは、船員さん、船長さん、機関長さん、そういった方々の匠の技じゃないですけども、そうい

ったノウハウが非常に重要だなと改めて感じておりますが、そういったものをうまく取り入れた形の開

発も進んでおりますし、大変ありがたいなと思っているところでございます。 

 次の 24頁でございますが、これは船陸間通信による陸上からの支援ということで、先ほど申し上げま

した Ka 帯みたいなものも始まっておりますので、そういった船舶におけますデジタルデバイドという

ものが次第次第に改善されているという流れだと思うんですけども、やはりこういった自動運航船だけ

じゃなくて、船員さんにとっての情報デバイスじゃないですけども、そういったものを解消して軽減して

いくという意味でも重要な取組だと我々は思っておりまして、特に船員さんが集まらない１つの理由と

して、例えば陸の情報が入らない。ラインが通じないとか、動画が見られない、ゲームができない、そん

なことも小さいながらかもしれませんけども、やはり若い人達にとっては非常に重要な要素のようでご

ざいまして、そういったものの改善にも役立つといった意味では、自動運航船プラス、船員さん募集、そ

ういった面でも役立つのかなということで、今後期待をしているところでございます。 

 25頁でございますが、自動離着桟のための技術の開発が進んでおるんですが、「みちびき」のような準

天頂衛星等もかなり上がってまいりましたので、来年度から本格的な運用というふうに承知しておりま

すが、そういった中でもここにありますように、やはり綱取りみたいなそういった作業というのが非常に
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機械化しにくい。ただヨーロッパの一部では「している」というような情報等も伺うんですが、ただやは

り日本国内で、やはり綱取りというのは非常に重要な作業であるので、機械化というものについてまだま

だというふうなことも聞いておりますが、これに関しましても今後の技術の進歩がどういう形になって

いくのか、その中によりましてもう少し機械でやれるところも出てくるのかなという部分で思っている

ところでございます。 

 次が 26 頁でございます。こちらはデータの見える化・活用ということで、機関・船体ということで、

これは工場も含めてですが、さらに船の機関とか船体について IoT という形でしっかりとこういう情報

を得た上でのモニタリングとか予防保全をやっていくということで、技術開発を進めているところでご

ざいます。 

 27頁でございますが、これは先進船舶技術研究開発支援事業ということで、i-Shipping のオペレーシ

ョンという形でこういった切り口におけます新しい技術に関しまして i-Shipping の方でいわゆる支援事

業という形で支援をさせて頂いているところでございます。 

 28 頁目には先進船舶技術支援事業の i-Shipping オペレーションの方でございますが、ここにありま

すようにそれぞれにつきましてグループとして取り組んで頂いておりますけれども、それぞれ実際に運

航に携わっている方々とセットになって、いわゆる IT関係の企業とか、舶用工業の企業とかがセットに

なって進めていると。特に日本の海運会社、やはり世界においても存在力がありますので、こういった先

進的な技術を開発する上でも、そういった事業者の中でも主体的な立場で取り組んで頂いているという

ふうに承知しておりまして、これも非常に日本的な部分があるということと、日本特有の１つの売りかな

というふうに感じます。特にやはり自動車と違って、色んな実証運航みたいなのを繰り返すという形にも

いきませんので、そういった意味ではそれぞれの会社の船員さん達の肌感覚、そういったものが役立つ部

分ではないのかなというふうに拝察しております。 

 次に 29 頁でございますが、海外の共同プロジェクトということで、それぞれに関しまして IT 企業さ

んなどが絡みながら進んでいるというところでございますが、陸に比べると IT 企業さんというよりも、

実際に物を作っているところが、１つ核となってという部分があるのかというのが船の世界かと感じて

おります。次が 30頁でございまして、これは個社のプロジェクトですね、そういった形でもそういった

取組が海外でも進んでいるということでございます。 
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～パラダイムシフトの可能性～ 

 

 次が 31頁でパラダイムシフトの可能性

ということでございますが、32、33 頁と

いうことで、非常に人間の今までやってき

たものの中に機械が入ってくる、これは混

在するということで、32 頁の方ですね。

こういった認知、判断、操作の中に機械が

入ってくる。さらに機械がメインになった

ときに、人間が入ってくる、さらに自動運航船的な船と昔ながらの船が混在すると。そういう意味で技術

同士のいわゆる干渉し合いというか、そういうループがあると思うんですが、一方で船自体にもそれぞれ

あるというのが今後の１つの課題かもしれません。33 頁は船舶アーキテクチャーの変化の可能性という

ことで、造船会社と造船所と舶用メーカーの力関係や位置づけというものに色んな変化が出てくる可能

性、これは陸も同じだと思いますけれども、あるのかなと思っております。 

 34 頁目でございますが。そういった海事産業に関しまして、いわゆる海事クラスターと言っておりま

したが、今までと違ったクラスターというものができていく可能性もあるのかなということで、そういっ

た１つのイメージといったことで、今後の可能性ということで紹介させて頂きました。 

 

～国際基準動向と対応等～ 

 

 35 頁目ですが、国際基準動向と対応等ということでございます。今のような技術開発をしっかり進め

ていくためには、やはり国際ルールの検討が必要だということでございまして、ここにございますよう

に、現状でございますが、2017年６月の IMOの第 98回海上安全委員会の方で、新規議題として自動運

航船についての議題を提案致しまして採用されております。審議の結果、自動運航船の規制面での論点整
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理が新規議題として採択されて、今後２年間の計画に含められるということで、完了年を 2020年にする

ということで合意されておりまして、今後の予定は 2018年MSC（海上安全委員会）99から議論が始ま

ります。次でございますが、37 頁ということでそういった議論に参考ですが、海事局はお金はありませ

んけども、こういった技術力を背景と致しました国際基準を策定するためのリーダーシップはとりたい

ということで、昔から若い人を中心に何度もこういった国際会議の方に出張させ、国際機関にも出張さ

せ、そういった形を繰り返してきております。そういった努力が実ったのが日本人議長ということで、

GHG のワーキンググループの議長に派遣しておりましたけども、今回MEPC（海洋環境保護委員会）の

方に初めて議長に選出された斎藤英明といってうちの船舶産業課長でございます。 

 次が 38頁でございますが、実証事業もしっかりやらなければいけないということで必要な予算、右側

の方にございますが、少のうございますがとっております。頑張りたいと思っております。39 頁目は海

上法令との関係ということで、これは私が取り上げるのは非常に恥ずかしいのですが、色んな関係法律の

条約などもありますし、その前の段階での色んな国際的な議論、そういったものを進めて頂けるのかなと

いうことで、後程藤田先生からのお話もあるのかなと思っております。こういったものをしっかり整備し

ませんと、せっかく作った技術が社会に還元されないということで、こういったものも平行して取り組ん

でいきたいと思っております。 

 次に 40 頁目でございまして、そのために一方でイノベーション部会というものを始めておりまして、

ここにおきまして左下の方でございますが、自動運航船に関しましてのロードマップの作成と IMOにお

ける議論への対応ということで、ここでの議論を５月の下旬の方の部会で結論をとりまとめたいという

ことで進めているところでございます。 

 

●おわりに 

 

 41 頁目でございますが、以上でございますけども、自動運航船に関しましては一層の安全性の向上と

か、不稼働損失の減少等による経済性の向上、船員労働環境の改善、我が国海事産業の競争力向上に寄与

できるものということで、しっかり取り組んでいきたい。そのために自動運転車がそうであるように一足

－22－



飛びにはできませんので、段階的に発展して、少しずつ船員社会、海事社会を含めまして社会に受容さ

れ、普及が進んでいくんではないかと思っておりますし、そのための努力は行政としてもしっかりやらな

ければいけないと思っております。一方で、海事立国たる我が国の行政としてこのイノベーションを阻害

することがないよう今後法的な整理検討を含めて、技術動向を踏まえたタイムリーな環境整備をしっか

り図ってまいります。それを通じまして我が国の海事クラスター、それが繰り返しになりますが、しっか

り日本の海事、海の世界を他の国に負けないように、他の国を凌駕する力でしっかり頑張っていくような

環境を作りたいと思っているところでございます。私からは以上でございます。ご清聴ありがとうござい

ました。 

  

－23－
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